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も製糖工場を建設した。1930年代半ばには、南洋群島の全人口の半分以上は、南洋興
発の各種事業に携わる従業員、小作人となっていた。 
このように南洋群島で圧倒的な存在感を持っていた南洋興発は、会社の中堅技術社

員を養成するために 1938年に南洋興発附属専習学校を設置した。その背景には、
1935年 12月、テニアン製糖工場の第二工場を新設した際、台湾や沖縄からの採用を
予定していた工務関係の技術者が、一人も採用できなかったことがあり、人材が足り

ない、という厳しい状況があった。そのような技術者不足の危機感から、専習学校の

設立が決定された。その教育内容は工業の専門学校と同程度のものであり、教員には

東大、早稲田、慶応などの名門大学出身者が就任していた。設立構想時は工業だけで

なく、農業も課程に組み込む予定であったが、社員の仕事もしながら農業知識や実地

訓練を担える人物はいなかったために見送られ、実現しなかった。入学者は、高等小

学校卒業者、南洋興発の従業員やその子弟であったが、倍率は 10倍ほどと厳しく、相
当の学力がある人が集まっていた。では、ここで学んだ卒業生は戦後沖縄糖業にどの

ように関係していったのか。野原長英と名嘉政昌についてみていく。 
野原長英と名嘉政昌は、ともに 1939年 4月、第 2期生として入学し、1942年 3月
に卒業した。野原長英は卒業後南洋興発のロタ製糖所で勤め、戦後には沖縄民政府の

建築課で 5年間働き、1953年、琉球製糖株式会社の工務部機械課に採用され、工場の
建設から携わった。新式の原料糖製造機械の導入に成功し、黒糖の大量生産装置の設

計も行うほど製糖技術に精通していた。そのような実績が認められ、琉球製糖の常務

取締役（工務担当）にまで昇進した。名嘉政昌は卒業後テニアン製糖所に勤め、戦後

には故郷の伊是名村で教員をしていた。その後 1960年から北部製糖の工務部に勤務
し、工務部長も担当し、1973年には関係会社の西表糖業の取締役に就任した。名嘉
は、戦後の沖縄糖業界における農工両方の技術や研究の報告が掲載される「糖業振興

会報」にも報告書を提出していたことから、研究活動も行える人物であったと推測さ

れる。名嘉も野原も現場の熟練技術者であり、なおかつ新技術の導入や考案、研究活

動をも行えるほどの技能を身に着けていたと考えられる。かれらは専習学校という帝

国内の学校において技能を身に着け、キャリア形成をしていく途上であったが、戦後

の沖縄において断絶したキャリアを再始動したと考えることもできるのではないか。 
 
おわりに 
第 1章、第 2章、第 3章では、戦後の沖縄糖業において、台湾、沖縄、南洋群島の
引揚者のなかに、製糖技術に精通していた技術者がいたこと、またかれらが製糖会社

の設立初期に携わっていたこと、そしてそのキャリアを再開していたことが明らかに

なった。このように、戦後の沖縄糖業をになった技術者に焦点をあて、戦前日本帝国

における「帝国主義的キャリア形成」の痕跡が浮かび上がらせることを通して、戦前

と戦後を横断する近現代沖縄糖業史の一つの筋がみるのではないだろうか。 

前号の訂正とお詫び 
 
 前号の刊行後、報告前に本論文において 2 箇所訂正すべき点があることに気が付きまし
た。要旨集の校正に不備がありましたことを、心よりお詫び申し上げます。 
 訂正点は、以下の 2点です。 
訂正箇所 誤 正 
20 頁 29 行目 天正 8年時点では、 天正 9年時点では、 
21 頁 7 行目 天正元年（1573）11 月に～ 天正元年（1573）9 月に～ 
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